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四
三
年
度
の
「
塾
」
の
収
支
予
算
に
つ
い
て
の
秤
々
の
解
説
め
理
事
会
見
の
席
上
で
の
久
野
理
事
の
発
言
な
ど
は
、
今
年
度

ま
で
の
予
算
と
し
て
は
均
衡
財
政
を
強
調
し
、
日
吉
の
工
学
部
の
移
転
等
に
か
か
わ
る
施
設
拡
充
の
増
大
で
、
学
費
値
上
げ

の
動
向
は
注
目
を
要
す
る
も
の
と
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
問
題
を
合
め
た
形
で
、
昭
和
四
二
年
版
の
「
私
ク
。
学
校
白
書
」
が
文
部
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
「
私
学
白
書
」
の
資
料
的
々
意
昧
で
の
比
重
を
考
慮
し
つ
つ
今
回
の
紙
面
で
は
私
学
の
本
質
的
な
問
題
に
致
る
実
証
性

を
与
え
て
い
き
た
い
。
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「
私
学
白
書
」
に
見
る
ゴ

　
ー
ー
Ｌ
私
学
問
題
資
料

　
一
、
工
専
攻
分
野

　
学
生
数
を
専
攻
分
野
別
に
み
る
と
、

私
交
は
文
科
系
、
国
ツ
ー
は
理
科
系
の
比

重
が
大
き
く
、
文
科
系
、
理
科
系
と
も

に
私
立
の
絶
対
数
の
占
め
る
割
合
が
大

き
い
。
私
立
大
学
に
お
け
ろ
専
攻
分
野

が
著
し
く
文
科
系
に
偏
し
て
い
る
た
め

わ
が
国
大
学
全
体
の
構
成
が
文
科
系
に

か
た
よ
り
、
必
ず
し
も
産
業
経
済
の
要

請
に
合
致
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
を

生
ん
で
い
る
と
「
私
学
白
書
」
は
強
調

す
る
。

　
ニ
、
大
学
の
教
育
研
究
条
件

　
教
員
の
配
置
－
学
部
学
生
一
〇
〇
入

あ
た
り
本
務
教
員
（
教
授
・
助
教
授
・

講
師
）
数
を
み
る
と
、
国
立
八
・
八
入

公
立
八
・
〇
人
に
対
し
、
私
立
二
・
六

人
と
な
り
、
私
立
は
国
公
ツ
ー
に
比
べ
て

著
し
い
遜
色
が
あ
る
。
職
名
別
に
み
る

と
、
私
立
は
国
公
ウ
ー
に
比
べ
て
特
に
教

に
鞍
陛
の
飲
｀
’
少
な
り
’
‐
教
員
一

人
あ
た
り
学
部
学
生
数
を
見
る
と
国
立

一
一
・
四
人
、
公
こ
二
・
四
人
に
対

し
て
私
窟
一
七
こ
こ
人
と
な
る
。
こ
の

が
あ
る
こ
と
を
町
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
国
公
守
一
に
お
い
て
は

文
科
系
学
生
に
比
べ
て
理
工
系
学
生
の

占
め
る
割
合
が
商
く
、
私
立
に
お
い
て

は
逆
に
文
科
系
学
生
の
占
め
る
割
合
が

圧
倒
的
に
商
い
。
私
ツ
ー
大
学
の
教
員
一

人
あ
た
り
学
生
数
が
国
公
式
大
学
に
比

べ
て
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
の
も
、

ひ
と
つ
に
は
、
こ
の
た
め
で
あ
兌

　
学
校
経
費
－
お
よ
そ
学
校
の
経
費
は

消
費
的
支
出
、
資
本
的
支
出
、
債
務
償

還
費
の
パ
種
に
大
別
で
き
る
。
消
費
的

支
出
と
は
、
原
則
と
し
て
年
々
経
常
的

に
支
出
さ
れ
る
経
費
を
い
い
、
教
職
員

の
給
与
、
消
耗
品
費
、
建
物
等
の
維
持

修
繕
費
そ
の
他
が
含
ま
れ
る
。
資
本
的

支
出
と
は
、
土
地
、
建
造
物
お
よ
び
設

備
・
備
品
の
坂
得
に
要
す
る
経
費
を
い

’
つ
ｏ
　
　
　
　
。

　
ま
た
、
債
務
償
還
費
と
は
、
長
期
借

入
金
の
元
余
の
返
済
及
び
利
子
の
支
払

い
に
要
す
る
経
費
の
こ
と
で
あ
る
。
私

立
は
、
国
公
立
に
比
べ
て
、
消
費
的
支

出
時
に
眩
ひ
旨
淀
Ｚ
コ
｀
リ
５
ｕ
Ｑ
ａ
’
ｉ

り
こ
の
た
め
土
地
・
建
築
費
が
増
大
す

る
と
同
時
に
債
務
償
還
費
の
増
加
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
私
立
大
学
に
お

い
て
土
地
・
建
築
費
七
債
務
償
還
費
の

占
め
る
比
率
が
商
い
の
は
こ
の
た
め
で

あ
る
。
私
ツ
ー
大
学
の
学
生
一
人
あ
た
り

経
費
は
、
消
費
的
支
出
と
資
本
的
支
出

の
い
ず
れ
に
つ
い
て
み
て
も
国
立
大
学

に
比
べ
て
か
な
り
低
い
。
学
生
一
人
あ

た
り
消
費
的
支
出
は
国
立
の
約
三
分
の

一
資
本
的
支
出
は
約
二
分
の
一
で
あ
る

こ
の
よ
う
に
私
立
大
学
の
学
生
一
人
あ

た
り
経
費
が
低
い
の
は
、
私
学
に
お
け

る
す
し
詰
め
教
育
の
結
果
で
あ
る
が
特

に
学
生
一
人
あ
た
り
・
消
費
的
支
出
が
低

い
の
は
私
学
が
施
設
の
拡
充
と
債
務
の

償
還
の
た
め
に
多
額
の
経
費
支
出
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
給
与
費
を
は
じ
め
と
す

る
消
費
的
支
出
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
た

め
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
消
費
的
支

出
の
な
か
で
は
、
酋
ほ
給
与
の
低
さ
が

目
だ
つ
が
、
こ
れ
は
、
私
立
大
学
の
教

職
員
一
人
あ
た
り
学
生
数
が
国
公
立
に

比
べ
て
か
な
り
多
く
、
か
つ
職
員
の
平

均
給
与
が
国
公
方
一
に
比
べ
て
低
い
た
め

ｔ
あ
る
。
私
家
ハ
孝

｡
1
間
部
学
生
一
人
・

あ
た
り
経
費
（
消
費
的
支
出
）
を
学
部

別
に
み
る
と
、
理
科
系
学
部
が
文
科
系
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た
り
教
育
給
与
の
問
き
に
起
因
し
て

い
る
。
文
学
部
は
他
の
文
科
系
学
部
に

比
べ
て
、
ま
た
、
狸
学
部
は
他
の
理
工

系
学
部
に
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
学
生
一

人
あ
た
り
教
員
給
与
が
か
な
り
高
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
学
部
の
教
員

一
人
あ
た
り
学
生
数
が
他
の
文
科
系
学

部
よ
り
も
少
な
く
、
ま
た
理
学
部
の
教

員
一
人
あ
た
り
学
生
数
が
他
の
理
工
系

学
部
よ
り
も
少
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
文
科
系
学
部
と
理
工
系
学

部
間
隔
差
の
人
数
的
、
あ
る
い
は
教
員

給
与
に
対
す
る
影
唇
は
著
し
い
も
の
と

し
て
、
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
次
章
で
は
「
私
学
白
書
」
に
見
る
経

営
財
政
の
問
題
と
し
て
財
政
的
基
盤
よ

り
み
た
私
学
に
つ
い
て
み
て
い
き
た

ｌ
ｅ
１
Ｖ

(昭和41年)敵●別大学(皇舞)学･微の分布

　
　
「
私
学
白
書
」
に
み
る

ワ

ー
経
営
・
財
政
の

Ｅ

１
　
１
」
」

ｍ
収
入
私
交
大
学
（
昼
間
）
の
収
入

項
目
別
構
成
の
う
ち
、
曇
天
の
も
の
は

学
生
納
付
金
で
あ
る
（
四
一
・
二
％
）

ま
た
、
付
属
事
業
収
入
が
一
二
・
八
％

を
占
め
る
。
こ
れ
は
、
「
医
、
歯
学
部

付
属
病
院
の
収
入
の
お
も
な
も
の
」
だ

寄
付
金
（
七
・
四
％
）
、
財
産
収
入

（
一
・
二
％
）
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
。

　
収
入
項
目
別
割
合
の
推
移
で
特
徴
的

な
の
は
、
借
入
金
が
一
九
六
〇
年
い
ら

い
一
貫
し
て
上
昇
を
っ
づ
け
て
い
る
た

(昭和35～40年)私立大学(昼間)の収入項目別構成比の推移吸103
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は42年度の「私学白書」
たものであり、私学にお
研究条件漸ぴ経営財政
いてふれたものである。

め
、
「
学
生
納
付
金
、
寄
付
金
、
付
属

事
業
収
入
の
比
率
は
、
漸
減
の
傾
向

　
『
一
九
六
〇
年
が
四
五
・
二
％
、
一
九

六
五
年
が
四
一
・
ニ
％
き
あ
る
』
と

い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
学
生
納
付

金
の
額
そ
の
も
の
は
一
九
六
〇
年
以
降

ず
っ
と
畑
犬
し
て
い
る
。

関
借
入
金
　
一
九
六
〇
年
の
池
田
内
閣

に
よ
る
「
高
度
経
済
成
長
政
策
」
に
主

導
さ
れ
て
そ
の
規
模
を
拡
大
し
た
日
本

経
済
は
、
多
景
の
大
｛
永
業
て
い
ど
の

　
「
技
術
」
を
修
得
し
た
労
働
力
を
ひ
つ

よ
う
と
す
る
い
た
っ
た
。
国
公
立
大
学

よ
り
も
私
交
大
学
の
経
営
規
模
の
拡
大

に
よ
っ
て
日
本
経
済
は
、
多
量
の
労
働

力
獲
得
を
め
１
９
・
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
日
本
経
済
か
ら
の
「
労
働
力

の
造
出
」
と
い
う
要
請
は
私
ツ
ー
大
学
の

経
営
方
針
の
変
更
を
う
な
が
す
こ
と
に

な
る
。

　
私
立
大
学
の
経
営
規
模
の
拡
大
の
た

め
の
主
た
る
財
源
は
借
入
余
で
あ
っ

た
ゴ
九
六
〇
年
度
の
私
立
大
学
の
借

入
余
の
借
入
先
別
構
成
比
を
み
て
み
よ

う
。
私
学
振
興
会
借
入
金
（
一
八
・
九

大学91郎学生.loo人あたり教ａ数（昭瀦141年）
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％
）
市
中
金
蔵

二
％
）
、
学
校

っ
て
い
る
。

即
支
出
私
立

人
件
費
が
三
九

・
九
％
、
債
務

を
占
め
る
。
な

1
l
l
l
l
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覆

尽
゛
ヽ
・
． 些麦

ん
員
を
中

　
・
　
核
に
し

,'忿７箆・

　
て
町
エ
ガ

い
た
。
上
京
が

、
慶
応
の
学
生

だ
。
そ
の
頃
郷

‐
‐
‐

‐
の
仕
方
で
地
元

る
の
に
、
昨
応

民
と
共
同
生
活

ど
地
道
に
熱
心

と
云
う
。

j゛

Ｓざ！yり5
－
つ

.Z

、
こ
の
時
も
詞

一
一
ｔ
者
の
ツ
殤
は
欠

由
・
平
等
で
あ
　
い
Ｊ

葉
そ
の
も
の
さ
畳

そ
れ
を
解
放
す
導

却
っ
て
寝
る
子
を

い
う
も
の
で
あ
っ

こ
れ
に
対
し

の
「
破
戒
」

・
瓦
で
あ
る
と

ン
を
読
む
う
ち

　
Ｋ
ａ
ｉ
ｌ
ｗ
ａ
ｙ

っ
た
。
地
下
鉄

監こ;　　ltの　っ

Ｓ箭いいｒ

が折題
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入
金
（
四
五
・

・
四
％
）
と
な

建
築
部
二
〇

二
〇
・
一
％

慶
応
大
学

Ｗ．

一
―
ゆ

志
願
者

て
大
き

　
私
ツ
．

　
一
九

の
入
学

は
七
七

自
体
相

著日　に
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三
月
中
旬
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
ヽ
と
三
月
三
一
日
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
声
明
は
、
戦
後
二
十
余
年
間
に
わ
た
っ
て
、

資
本
宝
蔵
世
界
を
支
配
し
て
き
た
ア

メ
リ
カ
が
政
治
的
、
経
済
的
な
危
機
に
直
面
し
、
世
界
支
配
体
制
が
今
や
崩
壊
へ
の
込
を
歩
み
っ
っ
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
政

治
的
、
経
済
的
な
危
機
は
、
０
、
テ
ト
攻
勢
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
民
族
解
放
戦
線
の
闘
い
の
新
し
い
段
階
へ
の
突
入
い
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
反

戦
闘
争
忿
罠
と
ｙ
一
人
問
題
の
存
在
、
お
よ
び
そ
の
反
映
と
し
て
の
和
平
候
補
の
「
予
想
外
」
の
伸
び
、
呻
ド
ル
危
機
、
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

、
で
あ
る
。
一
方
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
「
資
任
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
佐
藤
は
、
「
和
平
声
明
」
に
対
し
て
、
「
今
迄
、
一
度
な
躍
を
令
而
的
に
支
持
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
」
と
か
、
あ
る
い
は
沖
縄
返
還
の
方
式
に
対
し
て
「
白
紙
で
あ
る
。
」
と
い
っ
た
戯
言
を
並
ベ
ツ
ー
て
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
戯
言
の
背

後
で
佐
藤
政
府
は
、
「
一
体
化
政
策
」
の
ち
の
下
に
①
日
本
独
占
資
本
の
沖
縄
進
出
②
暴
力
装
置
９
機
動
隊
・
自
衛
隊
の
沖
縄
派
遣
③
杢
言
比
し
て
相

対
的
に
進
化
・
的
な
教
育
行
政
（
教
育
委
員
会
の
溺
示
制
、
教
育
男
備
考
の
政
治
活
動
の
白
山
な
ど
）
の
一
体
化
と
い
う
戦
略
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
本
紙
で
は
、
九
〇
号
で
、
米
極
東
戦
略
に
占
め
一
心
沖
縄
の
位
置
を
分
析
し
、
一
〇
〇
号
で
、
沖
縄
現
地
の
返
還
巡
勁
の
現
代
言
Ｅ
っ
て
み
た
。
本
号
で

政
治
情
勢
、
経
済
情
勢
、
階
級
情
勢
の
回
つ
の
側
面
か
ら
探
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

は
、
沖
統
の
現
状
を
、
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第
七
艦
一
隊
・
ポ
ラ
リ
ス
型
ミ
サ
イ
ル
の

補
給
に
見
ら
れ
る
如
く
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

で
の
役
割
を
重
視
す
・
る
あ
ま
り
、
ア
メ

リ
カ
の
極
東
戦
略
、
と
り
わ
け
朱
比
条

約
一
栄
台
条
約
一
目
白
条
約
一
栄
転
条

約
一
日
米
安
採
・
日
韓
条
約
の
一
連
の

反
共
軍
事
条
約
の
結
節
八
と
し
て
の
沖

縄
の
位
置
（
本
紙
九
〇
号
参
Ｕ
を
把

握
し
て
お
く
必
ガ
が
あ
ろ
う
。
ジ
ョ
ン

ソ
ン
声
明
の
限
定
員
北
爆
停
止
は
決
し

て
、
対
申
国
の
ア
メ
リ
カ
の
世
貨
戦
略

の
変
化
を
意
味
し
て
は
い
な
い
し
、
申

継
基
地
か
り
前
線
の
県
地
と
し
て
の
沖

縄
の
役
割
増
大
を
考
え
る
場
合
、
政
府

尽
‥
う
、
・
「
沖
縄
返
還
促
進
論
」
は
情

勢
分
析
の
甘
い
楽
醗
論
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

　
逆
に
情
勢
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア

の
戦
術
の
変
化
の
可
能
性
を
多
分
に
孕

ん
で
い
る
。
そ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
経
済

援
助
や
自
衛
隊
の
増
強
阿
に
み
ら
れ
る

様
な
、
日
本
へ
の
「
か
た
が
わ
り
」
と

し
て
の
依
頼
で
あ
る
。
か
た
が
わ
り
と

い
っ
て
も
、
日
本
の
慈
包
帯
梁
と
し
て

で
は
な
く
、
日
本
の
独
已
恩
賞
・
要
求

と
照
応
し
た
［
か
た
が
わ
り
］
で
あ
る

　
次
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
声
明
の
も
う
一
つ

の
柱
で
あ
ろ
大
統
領
選
不
出
場
声
明
の

意
味
す
る
も
の
は
何
か
。

　
昨
年
の
佐
藤
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
の

結
果
、
佐
藤
首
相
は
「
沖
縄
返
還
は

周
回
年
内
に
メ
ド
を
つ
け
る
」
と
い
う

こ
と
を
ほ
の
め
か
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
「
一
国
の
総
理
で
あ
る
私
が
ジ
ョ

ン
ソ
ン
大
統
領
と
話
し
合
っ
た
結
果
、

そ
の
よ
う
に
確
信
し
て
い
る
」
だ
け
の

も
の
で
あ
り
、
話
し
合
い
の
当
人
が
大

1111nll1111UIllnl･11×･||11111

現　代

・
日
韓
条
約
が
締
約
さ
れ
た
の
は
記

億
に
新
し
い
、
一
九
六
万
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
ヽ
敗
戦
後
の
日
本
と
朝
鮮

と
の
関
係
が
、
根
深
似
校
的
な
こ

別
の
問
堰
を
な
ん
ら
解
決
す
ろ
こ
と

な
し
に
、
増
々
利
用
宅
義
的
、
日
本

帝
国
丈
義
の
経
済
攻
勢
と
い
う
形
を

体
し
て
す
ず
め
ら
れ
て
来
た
。
そ
の

木
質
は
最
近
の
東
ぶ
ア
ジ
ア
ヘ
の
経

済
湧
出
に
よ
っ
て
増
々
露
骨
べ
も
の

と
な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
数
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
来
た
在
日

朝
鮮
人
の
帰
国
問
題
は
終
止
符
が
打

た
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ら
し
て
粁
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ

現
在
今
な
お
在
日
司
鮮
人
が
多
数
が
　
う
し
た
呈
示
剛
一
の
操
作
は
日
本

在
し
て
い
る
。
そ
の
歴
史
的
過
程
は
人
の
「
牛
鳥
人
」
に
対
す
る
意
識
を

欧
米
諸
国
か
ら
の
往
日
欧
米
人
な
ど
　
巧
妙
に
操
作
し
、
現
在
に
い
た
る

の
位
置
と
は
、
ほ
ど
遠
い
日
本
軍
国
も
、
馬
順
司
鹿
し
い
程
に
、
「
日
本

宍
義
の
侵
略
と
、
敵
底
し
た
［
牛
島
人
に
と
っ
て
朝
鮮
人
と
は
何
か
］
の

人
」
搾
玖
と
い
う
、
怒
り
と
汚
随
の
　
問
い
か
け
を
不
自
然
き
わ
よ
り
な
い

過
大
を
ふ
り
か
え
Ｉ
り
こ

と
を
さ
け
え
ぬ
も
の
と

し
て
日
本
に
多
数
存
在

し
て
い
る
。

　
単
に
日
本
の
領
土
内

4昏日‘吠･吉日ヴｓ　ｌr々JI

反
勧
化
の
ポ
ジ
と
し
て
ｆ

「
外
国
人
学
校
法
案
’

に
柱
む
、
異
人
種
と
い
う
よ
う
な
図

式
か
ら
、
と
ぅ
て
い
ひ
き
出
し
え
な

い
、
国
家
、
体
制
問
の
矛
盾
に
ま
で

潮
ぽ
る
こ
と
を
強
い
る
問
題
と
し
て

あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
支
配
層
が

朝
鮮
人
に
対
ず
る
は
か
り
知
れ
な
い

精
神
的
、
物
理
的
負
債
か
ら
目
を
そ

口
調
で
く
り
返
え
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い

と
い
う
偽
丿
掻
を
露
呈
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
先
日
「
明
解
大
学
校
」
を

各
種
学
校
と
し
て
認
可
す
る
か
否
か

で
、
「
私
学
審
」
の
答
串
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
見
事
に
裏
切
っ
た
都
知
事
の

承
認
の
断
が
下
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を

ynrti一天-
？

7jl:ｊＳ

統
領
選
挙
に
出
場
せ
ず
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

以
外
の
大
統
領
に
な
っ
た
場
合
、
ど
れ

だ
け
の
有
効
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て

「
日
米
共
同
責
任
体
制
」
を
縦
ヅ
ー
し
、

対
米
従
属
外
一
父
を
行
な
っ
て
き
た
佐

藤
波
府
の
責
任
は
い
か
に
と
る
の
か
。

佐
藤
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
を
行
た
っ
た

片
方
の
雄
が
責
任
を
と
っ
た
か
り
、
佐

藤
も
責
任
を
と
れ
と
い
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
沖
縄
を
ふ
く
む
わ
が
国
の
内
政

・
外
交
政
策
の
方
向
を
誤
ら
せ
た
佐
藤

政
府
の
責
任
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
北
爆
を
本
当
に
支
持
し
た
こ

と
は
な
い
」
「
和
平
に
は
賛
成
で
あ
っ

た
」
と
い
っ
た
、
国
民
を
泰
？
っ
し
た

予
価
だ
よ
し
０
答
弁
で
は
す
ま
さ
れ
な

い
問
題
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
救
う

た
め
の
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
特
使
派
遣
や
行

き
あ
た
り
ば
っ
た
り
の
福
田
幹
事
長
の

「
勝
間
田
ハ
ノ
イ
派
遣
」
等
に
象
徴
さ

れ
ろ
ア
ジ
ア
政
策
の
不
縦
穴
の
責
任
で

あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ジ
ョ
ン
ソ
ン
声
明
か

ら
、
た
だ
ち
に
沖
縄
返
還
の
楽
轜
諭
が

で
て
く
る
が
、
今
後
の
沖
縄
返
還
を
占

う
も
の
と
し
て
十
一
月
に
行
わ
れ
る
立

法
院
と
首
Ｍ
公
選
の
選
挙
が
あ
る
。

選
が
初
め
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り

次
に
、
沖
縄
を
合
む
周
囲
の
情
勢
が
急

速
に
流
動
化
し
て
い
る
た
か
で
行
な
わ

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ

の
大
統
領
選
挙
・
自
民
党
の
総
裁
選
と

期
を
一
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の

主
席
公
選
に
は
壮
大
党
・
社
会
党
・
人

民
党
・
各
民
主
団
体
等
三
〇
の
団
体
の

支
持
を
得
て
、
教
職
員
会
々
長
・
屋
良

明
肺
氏
が
、
自
民
党
の
支
持
を
え
て
、

那
覇
市
長
・
西
銘
順
治
氏
が
ツ
ー
候
補
を

表
明
し
て
い
る
。
西
銘
氏
は
「
杢
言

の
一
体
化
政
策
」
を
、
そ
し
て
Ｍ
良
氏

は
「
即
時
無
条
件
全
面
返
還
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
し
て
い
る
。
。

　
自
民
党
は
、
タ
ク
シ
ー
汚
職
に
端
を

発
し
、
混
乱
し
、
松
岡
首
席
も
辞
任
の

意
思
さ
え
表
明
し
て
い
る
。
一
方
、
復

帰
運
動
は
昨
年
十
一
月
の
佐
藤
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
会
談
以
後
、
一
大
転
換
を
迎
え

た
。
「
日
本
政
府
は
信
頼
に
値
せ
ず
、

む
し
ろ
復
帰
の
阻
害
者
と
し
て
の
正
体

を
表
わ
し
た
」
以
上
自
民
党
政
権
と
、

そ
の
同
伴
者
と
し
て
の
沖
縄
自
民
党
と

の
絶
縁
を
前
面
に
押
し
出
し
て
き
た
。

一
体
化
政
策
も
六
十
六
年
ま
で
の
格
差

是
正
雄
置
的
性
格
か
ら
、
最
近
は
日
本

政
府
の
直
接
の
り
出
し
の
傾
向
を
お
び

て
き
た
。
沖
縄
の
住
民
意
識
は
本
土
一

体
化
と
反
政
府
運
勣
と
に
分
極
化
が
っ

づ
け
ら
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
こ
と

に
、
Ｂ
一
い
一
常
駐
反
対
代
表
団
に
対
す
る

首
相
の
罵
声
に
み
ら
れ
る
如
く
、
後
者

に
そ
の
比
重
は
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

?匯,ら１氾11齢劃11,ゝ1Fi贋一?剱4ら穴消1ろ

自
立
化
迫
ら
れ
る
沖
縄
経

　
　
　
　
　
　
満
・
出
す
る

　
沖
縄
の
経
済
は
ハ
つ
の
柱
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
基

地
収
入
で
あ
り
、
他
の
ひ
と
つ
は
特
産

物
で
あ
る
パ
イ
ン
缶
詰
と
粗
糖
の
内
地

へ
の
輸
出
で
あ
る
。
そ
し
て
景
後
の
ひ

興
に
つ
と
め
、
篇
Ｘ
収
入
の
増
加
を
は

為から;λ既泌
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「
オ
キ
ナ
ワ
ヲ
カ
エ
セ
」
の
叫
び
が
我
々
の
鼓
膜
に
震
動
を
与
え
る
　
一

様
に
な
っ
た
の
は
、
実
に
極
く
最
近
の
こ
と
。
し
か
し
、
「
オ
キ
ナ
ワ

ヲ
カ
ェ
セ
」
の
叫
び
は
、
あ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
「
平
和
」
条
約
が

締
結
さ
れ
た
一
九
五
二
年
四
月
二
十
八
日
以
来
叫
ぱ
れ
て
き
た
の
だ
。

我
々
終
戦
ッ
子
に
は
、
オ
キ
ナ
ワ
は
米
軍
基
地
の
島
で
あ
っ
た
。
法
律

上
は
日
本
国
の
領
士
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
。
つ
ま
り
、
我
々
の
眼
に
は

本
土
と
オ
キ
ナ
ワ
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
島

々
で
し
か
な
く
、
絶
叫
し
な
が
ら
分
離
さ
れ
た
日
本
国
と
し
て
は
、
ど

う
や
っ
て
も
映
ら
な
か
っ
た
様
だ
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
我
々
に
は
、

オ
キ
ナ
ワ
と
い
う
文
字
が
、
日
本
国
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
を
媒
介
と

し
て
で
は
な
く
、
「
核
基
地
」
・
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」
、
そ
し
て
「
七

〇
年
安
保
」
と
い
う
我
々
の
選
択
を
迫
る
問
題
を
媒
介
と
し
て
、
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
だ
。
四
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま

っ
た
国
際
反
戦
旬
間
は
、
「
ベ
ト
ナ
ム
」
と
「
オ
キ
ナ
ワ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
闘
わ
れ
、
一
応
五
月
一
日
の
メ
ー
デ
ー
で
ピ
リ
オ
ド
を
う
っ
た

以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。

「
陛
官
の
学
内
在
ち
入
り
は
認
め
な
い
・

●

●
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七

国
際
反
戦
旬
間
始
ま
る

一
日
比
谷
野
音
に
八
千
人
－

　
四
月
二
十
一
日
、
一
時
か
ら
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
全
回
戦
青
年
委
員
会

の
主
催
す
る
［
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
・
沖
縄

騨
還
国
際
青
誓
一
八
同
行
勁
中
夭
集
会
］

が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
各
地
か
ら
結
集

し
た
労
働
者
・
学
生
等
約
八
千
人
は
会

燭
を
う
め
つ
く
し
、
熱
気
を
お
び
た
集

会
と
な
っ
た
。
ま
ず
討
論
に
先
立
っ
て

羽
田
デ
モ
に
お
い
て
、
機
動
隊
の
弾
圧

の
申
で
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
山
崎
君
に

一
分
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
議
事
討
論

は
宅
他
者
側
の
荼
訓
釈
皆
で
始
ま
り
、

羽
田
・
成
田
・
佐
世
保
・
王
子
の
一
連

の
抗
議
闘
争
に
対
す
る
総
括
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
そ
の
申
で
特
に
、
反
戦
平
和

　「オキナワ」と「ベトナム」を叫ぶ学生に、機動隊の暴力

は無差別に加えられた（21日、神田橋にて）

で
あ
ろ
う
と
学
内
で
調
査
・
情
報
収
集

活
動
を
行
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
学
内
の

安
寧
秩
序
は
学
生
・
教
職
員
の
手
で
守

の
意
志
を
結
集
し
た
大
衆
統
一
行
動
が

今
こ
そ
必
要
で
あ
り
、
極
端
な
セ
ク
ト

主
義
や
日
和
見
主
義
は
排
除
す
べ
き
だ

と
い
う
声
が
高
ま
っ
た
。
景
後
に
、
ベ

ト
ナ
ム
反
戦
・
沖
縄
奪
還
・
官
憲
弾
圧

抗
議
の
決
議
文
を
採
択
し
て
、
三
時
半

の
機
動
隊
が
前
・
横
・
後
と
デ
モ
隊
を

と
り
囲
み
、
完
全
な
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
規

割
と
な
っ
た
。
抗
議
行
動
の
示
威
効
力

が
全
く
無
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
デ
モ
隊

は
、
認
下
さ
れ
た
国
会
前
に
も
到
達
で

小
ぜ
り
あ
い

モ
隊
は
、
そ
れ

京
駅
・
銀
座
方

ジ
グ
ザ
グ
デ
モ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ナ
ル
を
繰
返
し

駅
構
内
で
、
扱

モ
の
総
括
と
あ

し
た
。
官
憲
の

戦
っ
た
デ
モ
に

抗
議
の
決
議
文
を
採
択
し
て
、
恐
７
二
き
ず
強
制
的
に
友
折
さ
せ
ら
れ
、
ア
メ
ー
体
制
へ
の
、
岑
・

よ
り
デ
モ
行
進
に
移
っ
た
。
　
　
　
リ
カ
大
使
館
前
・
新
橋
・
銀
座
・
恵
　

一
決
議
し
て
、
午

　
会
場
を
出
た
と
た
ん
、
圧
倒
的
多
数

一
駅
と
力
な
く
行
進
し
た
。
神
田
公
園
に
　
た
。

ｎ
£

４

一
巻
地
で
学
園
ゼ
ネ
予

―
都
内
で
は
早
大
・
法
政

塾では

　学生集会が

　
１
１
。
。
…
…
。
…
：
ｌ
　
狸
財
学
会
の
学
生
集

　
一
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
日
。
　
会
が
四
月
二
士
八
日

　
　
　
　
吉

　
一
…
…
…
…
…
一
　
午
後
一
時
二
十
分
よ

り
駄
作
教
室
で
聞
か
れ
た
。
予
定
で
は

学
生
大
会
で
あ
っ
た
が
、
出
席
者
（
4
0

人
位
）
が
定
足
数
に
足
ら
ず
学
生
集
会

の
形
に
な
っ
た
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
日
米
連
帯
ベ
ト
ナ
ム

反
戦
・
沖
縄
即
時
無
条
件
全
面
返
還
で

そ
れ
に
付
随
し
て
三
月
末
の
ジ
ョ
ン
ソ

ン
声
明
以
降
の
状
況
に
対
す
る
目
治
会

の
見
解
を
発
表
し
た
。

第
二
点
警
官
学
内
立
ち
入
り
の
原
則

に
関
し
て

　
○
私
達
が
確
認
し
た
先
の
彫
実
を
学

　
は
じ
め
に
委
員
長
が
具
体
的
な
問
題

に
つ
い
て
の
基
調
報
告
を
行
な
っ
た
。

内
容
は
①
全
米
学
生
の
ゼ
ネ
ス
ト
に
呼

応
し
て
、
今
こ
そ
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動

を
も
り
上
げ
る
と
き
で
あ
る
。
②
沖
縄

返
還
の
実
現
の
た
め
に
行
動
す
る
。
沖

縄
に
お
け
る
全
国
大
会
に
一
学
友
が
出

席
す
る
。
③
米
軍
資
余
の
医
学
部
へ
の

導
入
に
反
対
す
る
。
④
警
官
の
県
内
立

ち
入
り
問
題
に
つ
い
て
、
学
問
の
自
由

の
場
で
あ
る
大
学
を
国
家
権
力
か
ら
守

る
。

　
出
席
者
が
少
な
い
の
で
低
調
で
あ
っ

た
が
、
個
人
と
し
て
の
意
見
を
発
表
ず

る
段
に
な
る
と
活
気
が
で
て
き
た
。

　
ク
ラ
ス
に
基
礎
を
お
い
た
自
治
会
の

構
成
に
疑
問
が
あ
る
と
い
う
意
見
、
や

は
り
現
状
の
型
で
い
く
べ
き
だ
、
と
い

う
二
つ
の
相
反
す
る
意
見
が
で
た
。
集

会
は
午
後
二
時
三
十
分
に
終
了
。

　
一
方
法
学
会
で
は
午
後
一
時
十
分
よ

学
生
集
会
で

よ
り
二
十

討
論
会
（

ま
な
ス
ロ

そ
の
際
、
女

デ

否
手
’
、
再
び
東

一
凹
け
て
、
激
し
い

ラ
ン
ス
デ
モ
・
シ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

六
時
半
か
ら
東
京

蚕
を
開
い
て
、
デ

闘
争
方
針
を
討
議

一
の
中
で
戦
闘
的
に

応
成
果
と
、
反
動

. J

時
半
、
解
散
し

‘
｀
・
｀
・
４

カ
ど
Ｉ

議
長
山
村
君
に

一
め
て
、
法
学
部

が
聞
か
れ
た
。

ナ
ム
反
戦
、
　
　
　
帯
統
】
行
動
。
討

論
の
内
容
は

Ｊ
四
一
一

間
に
ベ
ト
ナ
ム
反

‐
‐
’た

め
、
論
点

会
に
な
っ
て

⊇‘1

一：
田

一
φ
一
●
一
一
一
・
一
一
●
一
一
一
ａ
一

れ
る
予
定
で
あ
’

数
（
二
六
七
名
）

参
加
の
た
め
学
‘

わ
れ
た
。
ま
ず
、

ス
、
遊
郭
、

常
盤
（
絢
）

芯

散
漫
な
討
論

で
は
二
六

函
）
に
学
生
大

が
一
時
す
ぎ
開
か

が
、
宍
公
の
定
足

痍
た
ぬ
九
六
名
の

会
に
切
代
え
て
行

沢
君
（
経
３
Ｓ
）

さ
れ
、
次
に
ク
ラ

野
地
、
飯
田
（
鼎
）

ゼ
ミ
か
ら
の
ゼ
ミ

「
我
々
の
聚
暴
和
憲
法
、
広
島
、

ほ
ほ
は
ぼ
ほ
随

討
を
ふ
ま
え
た
　
｛
｝
が
な
さ
れ
、
．
サ
ー

ク
ル
か
ら
は

ｔ
２

行
な
っ

べ
そ
の
檎
、
砂
田
君
（
経
四
）
は

ｎﾉヽゐ１啖‘Fﾖ｀きて9ハl゛tな士i￥4j4、/n乙
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<落日

　　〈落日〉とは斜陽であり斜陽と

は糸冬焉であり終ヽ焉とは………？

　　〈落日〉の意味を思想的ベース

で考える素材として松竹映画「あ

かね雲」（隅田正浩監督）をとり

あげることによってその意味究明

の始動点としてみた。

　　〈落日の思想〉という言葉は方

法概念であり、かつ対象概念でも

ある。

　芯丿貼5ぐl客日〉ということについ

て何も皆目わかっていない状態か

ら出発する｡ことになるわけであ

る。　　　　　　、

　毎号毎町読片切りｔ進行してゆ

＜予定なので〈落日〉が全然異っ

たイメージとして点滅してゆくか

もしれない。

　　〈落日〉とは斜陽であり斜陽と

は「終焉」であり「終焉」とは…･

…･？

　最後に読者渚兄姉の御批判・御

意見をお寄せ下さい。

　　　一学芸部スタッフ一同－
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・
ま
ず
、
仏
教
諭
狸
＝
Λ
慈
悲
▽
は
、

正
ち
ゃ
ん
と
い
う
北
陸
の
女
性
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
現
実
化
し
て

い
る
。

　
正
ち
ゃ
ん
は
、
夕
焼
へ
の
黙
示
的
な

意
味
を
こ
め
た
純
粋
な
希
求
を
も
っ
て

お
り
、
そ
れ
は
祷
念
″
を
入
射
し
て

ゆ
く
。

　
仏
教
倫
理
は
、
伝
説
的
に
夕
焼
け
空

に
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

は
″
倫
芦
を
反
射
し
て
ゆ
く
。

　
仏
教
倫
理
の
現
実
的
営
為
者
ぞ
さ

ち
ゃ
ん
″
の
パ
ス
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
産
み

だ
す
思
想
的
情
況
は
、
現
実
に
女
が

　
「
女
」
・
と
し
て
存
在
し
て
い
る
裁
盤
つ

ま
り
、
資
本
主
義
と
両
親
、
戦
争
と
愛

及
び
権
力
と
の
桔
硬
関
係
を
明
確
化
し

そ
れ
ら
が
本
質
的
矛
盾
を
赤
裸
さ
ま
に

し
た
時
、
彼
女
は
「
女
」
と
し
て
覚
醒

す
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
彼
女
が
「
女
」
で
あ
る
自

己
を
仏
教
諭
理
の
屈
涯
と
し
て
表

現
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
彼
女
自

身
に
は
自
覚
化
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。

　
彼
女
の
情
念
対
象
と
し
て
の
夕
陽
は

彼
女
に
と
っ
て
祠
出
乙
こ
耐
え
る

こ
と
″
を
表
現
し
て
い
る
。
だ
が
、
夕

陽
へ
の
感
情
移
入
過
程
で
、
祠
炉

と
。
耐
え
る
こ
と
″
と
は
融
合
し
て
い

る
。
だ
か
ら
、
彼
女
が
夕
焼
け
空
を
眺

め
て
「
あ
あ
、
き
れ
い
／
」
と
お
も
わ

ず
一
百
う
意
味
は
、
「
女
」
の
カ
ッ
コ
の

重
宍
に
か
ら
の
逃
避
と
そ
の
カ
ッ
コ
ヘ
の

反
抗
を
同
時
的
に
内
包
し
た
、
未
分
化

な
情
念
が
感
情
移
入
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
ま
た
、
夕
焼
け
窓
へ
の
民
衆

信
仰
の
場
合
も
似
て
い
る
。
日
本
的
宗

教
が
、
体
制
へ
の
反
権
力
的
思
想
と
し

て
基
軸
化
し
な
い
で
、
現
実
か
ら
の
逃

避
と
現
実
を
耐
え
て
ゆ
く
た
め
の
も
の

と
両
者
を
溶
け
込
ま
し
た
倫
理
と
し
て

削|購11剛冊禰帽附則哨1Ⅲ附1Ⅲll
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あ
り
、
そ
れ
は
体
制
、
権
力
か
ら
の
遠

遊
と
体
制
、
権
力
へ
の
抵
抗
を
複
合
化

し
た
価
値
体
系
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
’

　
一
応
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
「
女
」

で
あ
る
ぞ
さ
ち
ゃ
ん
″
が
、
「
女
」

を
自
己
表
現
し
て
い
た
、
仏
教
倫
理
・

Λ
慈
悲
▽
の
精
神
が
脱
走
兵
へ
の
愛
を

創
出
し
た
。
そ
の
愛
は
、
Λ
慈
悲
▽
の

延
長
線
上
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
脱

走
兵
の
罪
」
の
共
有
奮
尚
し
て
い

た
。

　
し
か
し
、
こ
の
愛
は
恋
人
に
対
す
る

権
力
の
弾
圧
と
い
う
型
で
、
悲
恋
に
終

了
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
点
が
、
映
画
「
あ
か
ね
雲
」
に

お
い
て
、
思
想
性
が
希
薄
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
要
因
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
彼
女
を
最
後
ま
で
△
慈

悲
▽
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
お
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
逆
に
彼
女
を
人
間
的
な
「
女
」

に
な
ら
せ
な
い
の
だ
。
彼
女
は
男
と
の

愛
及
び
そ
の
愛
の
破
綻
と
の
相
互
作
用

の
申
で
、
自
己
の
ハ
慈
悲
Ｖ
を
破
壊
し

　
「
女
」
と
し
て
の
彼
女
、
決
し
て
純
粋

で
清
潔
で
な
い
「
女
」
と
し
て
自
覚
化

さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
R
l
i
P
g
R
の
息
昧
を

把
握
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
対
比
し
て

い
る
の
だ
。
図
式
的
に
し
め
く
く
れ
ば

思
想
的
対
決
の
な
い
と
こ
ろ
に
、
愛
の

炎
は
燃
え
る
は
ず
は
な
い
。
Λ
″
浙
▽

と
罪
の
融
合
化
し
た
情
況
の
中
で
の
、

い
な
お
り
（
反
抗
）
の
論
狸
が
必
要
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
あ
か
ね
雲
」
は
、
そ
ん
な
悲
恋
と

純
心
な
女
を
幻
想
化
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
仏
教
倫
狸
も
幻
想
の
彼
方

へ
溶
解
し
て
い
き
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
東
洋
的
宗
教
＝
め
い
想
的
宗
教

に
ダ
ブ
っ
た
１
‐
１
女
」
の
心
情
を
思
想
へ

ま
で
為
ま
っ
て
ゆ
く
遵
は
果
て
し
な

-

　
微
笑
し
つ
つ
迫

　
　
　
モ
ー
ツ
ア
ル

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
リ
ッ
プ
ス
指
揮
◆
サ
‘

　
古
い
伝
統
と
優
貴
諮
質
を
持
ち
一
番
（
ジ
ュ
ピ
タ
ー
）
と
い
う
組
合

な
が
ら
良
い
指
揮
者
に
恵
ま
れ
ず
、
せ
で
あ
っ
た
が
、
思
う
に
こ
れ
は
日

低
迷
を
続
け
て
い
た
こ
の
オ
ー
ケ
ス
本
公
演
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
四
種

ト
ラ
に
、
楽
壇
の
期
待
を
一
手
に
背
　
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
、
指
揮
者
ク
リ

負
て
ウ
ィ
ー
ン
生
ま
れ
の
名
指
揮
者
　
ッ
プ
ス
の
本
領
を
景
も
良
く
発
揮
し

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
リ
ッ
プ
ス
が
迎
え
ら
　
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

れ
た
の
は
一
九
六
二
年
の
こ
と
で
あ
　
ク
リ
ッ
プ
ス
は
生
粋
の
ヴ
ィ
ー
ン

っ
た
。
以
来
六
年
間
、
彼
の
献
身
的
人
で
あ
る
。
往
年
の
大
指
揮
者
ヴ
ァ

な
努
力
と
楽
員
の
不
断
の
精
進
の
結
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
に
学
び
、
彼
か
ら

果
、
遂
に
同
楽
団
初
の
海
外
公
演
を
　
多
く
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
更

持
つ
に
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
　
に
優
雅
で
池
豚
な
音
楽
性
を
持
っ
て

う
な
意
味
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
交
　
い
る
。
こ
の
事
は
逆
に
、
や
や
尨
９
る

響
楽
団
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
と
っ
　
と
劇
的
な
ダ
イ
デ
ミ
ズ
ム
に
少
々
欠

て
良
い
指
揮
者
の
り
Ｉ
ド
が
い
か
に
　
け
る
き
ら
い
が
無
し
と
せ
ず
、
ロ
マ

必
要
ｔ
あ
り
、
か
つ
素
晴
し
い
結
果
ン
派
以
降
の
作
品
に
対
す
る
多
少
の

を
生
む
も
の
で
あ
る
か
を
我
々
に
教
　
説
得
力
不
足
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。

え
て
く
れ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
Ｉ
　
　
こ
の
点
モ
ー
ー
ツ
ァ
リ
ト
は
彼
の
本

面
で
は
そ
の
指
導
の
限
界
に
つ
い
て
　
質
に
最
も
適
し
た
音
楽
で
あ
る
。
彼

も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
告
白
し
　
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
、
あ
た
か
も
魂

て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
故
郷
に
帰
っ
た
様
に
演
奏
す
る
。

　
さ
て
彼
等
は
東
京
で
二
回
の
演
奏
今
次
大
戦
中
ユ
ダ
ヤ
系
故
に
ナ
チ
の

を
行
な
っ
た
が
、
筆
者
は
四
月
二
十
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
彼
が
終
戦
と
共

三
日
の
オ
ー
ル
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
　
に
解
放
さ
れ
、
廃
虚
同
様
の
国
立
歌

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
聞
い
た
。
歌
劇
「
女
　
劇
場
で
最
初
に
上
演
し
た
の
が
や
は

は
み
ん
な
こ
う
し
た
も
の
」
　
（
コ
シ
　
リ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
（
フ
ィ
ガ
Ｊ
の

・
フ
ァ
ン
・
ト
ウ
ッ
テ
）
序
曲
、
交
　
結
婚
」
だ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
や

壽
曲
第
三
十
五
番
（
ハ
フ
ナ
ー
）
、
　
は
り
象
徴
的
で
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
の
た
め
　
　
と
こ
ろ
が
問
題
に
な
る
の
は
、
ヴ

の
協
奏
曲
、
そ
れ
に
交
鷲
曲
第
四
十
　
ィ
ー
ン
の
優
雅
な
零
囲
気
と
は
似
て

靫トトせのを訳口いに
一
アもれと感楽がフ

t、
り･１

才/ｷﾞｰ　１¬ｔ｀･怯ｋ・

び
し
い
港

町
に
は
あ
っ
た
。
そ
の
港
町
の
Λ
わ
び

し
さ
Ｖ
は
７
＆
と
い
う
異
常
な
状

勢
下
と
日
本
の
「
近
代
」
叱
の
半
封
建

的
情
況
と
が
複
合
的
に
基
調
と
な
っ

て
、
か
も
し
だ
し
た
も
の
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
そ
の
港
町
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
陽

光
は
、
そ
の
よ
う
な
Λ
わ
び
し
さ
▽
を

超
え
た
存
在
と
し
て
、
港
町
と
無
媒
介

に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
陽
光
の
輝

き
は
何
か
哀
し
き
憂
い
を
含
み
な
が

ら
、
港
町
の
Λ
わ
び
し
さ
▽
を
や
さ
し

く
包
ん
で
い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
つ

れ
が
、
松
竹
映
画
「
あ
か
ね
雲
」

（
篠
田
正
浩
監
督
）
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・

シ
ー
ン
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
「
あ
か
ね
雲
」
は
〈
落
日
の
思
男
一
〉

の
原
初
的
イ
メ
ー
ジ
を
内
包
し
て
い
る

つ
ま
り
、
八
落
日
の
思
想
》
の
発
生
過

程
を
透
視
し
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
篠
田
監
督
自
身
に
と
っ
て
の
「
あ
か

ね
雲
」
の
創
作
モ
チ
ィ
フ
は
、
日
本
の

仏
教
に
お
け
る
宗
教
倫
理
を
（
や
混

陸
の
）
女
性
の
中
に
、
ぷ
芦
と
し
て

５
｀
り
ｘ
１
５
レ
’
ｊ
７
７
だ
Ｃ
、
Ｆ
｀
り
に
叫

日
本
資
本
主
義
の
精
神
（
天
皇
制
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
）
と
仏
教
に
於
け
る
宗
教
諭

狸
を
映
像
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
篠
田

氏
自
身
と
氏
が
精
神
形
成
を
し
た
時
代

と
を
関
係
的
に
対
象
化
し
、
同
時
に

「
現
在
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
ト
ー
タ
ル

に
包
括
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
□
□

　
夕
陽
の
宗
数
的
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□

　
ま
ず
、
篠
円
氏
の
方
法
で
、
映
像
の

論
理
を
追
っ
て
ゆ
こ
う
。

　
主
人
公
で
あ
る
娘
「
ま
さ
ち
ゃ
ん
」

は
、
夕
焼
け
空
（
あ
か
ね
雲
）
が
好
き

で
あ
り
、
そ
れ
は
夕
焼
け
空
の
黙
示
的

意
味
を
感
得
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
さ
ち
ゃ
ん
の
純
粋
無
垢
な
心
が
、
夕

焼
け
空
を
極
め
て
自
然
に
Ｊ
夭
し
？

と
感
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
生

活
の
疲
れ
が
そ
の
感
じ
を
よ
り
弛
め
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
か
つ
て
、
北
陸
は
一
向
宗
が
盛
ん
で

多
く
の
家
に
は
仏
漕
。
が
あ
り
、
そ
の
仏

堵
に
祭
ら
れ
て
い
る
菩
薩
は
民
衆
の
生

活
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
。

　
又
、
仏
壇
を
買
え
な
い
人
た
ち
の
問

費
と
家
の
生
活
費
を
か
せ
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
彼
女
は
不
平

一
つ
言
う
こ
と
な
く
、
家
の
た
め
、
父

付
の
た
め
に
小
さ
な
港
町
の
旅
館
女
中

と
し
て
働
い
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
も
っ
と
、
収
入
の
い
い
働

き
口
を
み
つ
け
て
や
る
と
安
受
合
し
た

旅
館
の
客
（
カ
ン
ヅ
シ
外
交
員
）
の
言

葉
を
信
じ
て
、
北
陸
の
別
の
土
地
へ
ゆ

く
が
、
だ
ま
さ
れ
て
、
売
春
婦
ま
が
い

の
什
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

そ
れ
を
別
に
そ
の
男
の
悪
意
と
は
思
わ

ず
、
彼
女
は
む
し
ろ
Ｊ
‥
意
と
思
っ
て
い

る
。

　
彼
女
は
以
操
を
も
、
父
親
の
入
院
費

用
と
そ
の
男
へ
の
慕
情
の
た
め
に
、
見

ず
知
ら
ず
の
客
に
与
え
て
し
ま
う
（
脱

走
兵
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
男
の
弱
み

を
握
っ
て
い
る
彼
の
上
役
に
彼
は
サ
ー

ビ
ス
す
る
た
め
、
彼
女
に
体
を
売
ら
せ

る
）
。
そ
れ
で
も
、
彼
女
は
彼
（
カ
ン

ヅ
メ
外
交
員
）
を
信
じ
、
か
え
っ
て
入

院
費
を
両
親
に
送
れ
た
こ
と
を
感
謝
さ

え
す
る
。

　
全
く
純
心
で
、
お
よ
そ
人
間
の
悪
魔

性
を
信
じ
な
い
娘
、
そ
ん
な
ま
さ
ち
ゃ

Ａ
／
Ｍ
Ｚ
　
％
｜
。
．
Ｉ

Ｓ
ｓ
ｓ
ｌ
ｌ
～
Ｓ
５

　
□
□
　
　
　
　
　
　
。

　
「
あ
か
ね
雲
」
の

　
□
□

　
照
射
的
意
味

　
し
か
し
、
彼
女
は
芸
者
部
屋
の
お
か

み
や
彼
女
の
友
人
及
び
国
家
権
力
が
そ

の
男
を
悪
人
と
断
定
し
て
も
、
決
し
て

そ
れ
を
認
め
な
い
。
「
み
ん
な
ま
ち
ご

お
と
る
ん
や
」
と
主
張
し
つ
づ
け
る
彼

女
。
あ
き
れ
は
て
る
警
官
。
一
方
護
送

車
の
申
に
、
丁
度
あ
の
夕
陽
（
あ
か
ね

雲
の
陽
光
）
が
さ
し
込
ん
で
く
る
。
そ

の
光
輝
に
対
し
て
、
脱
走
兵
と
し
て
の

男
は
、
お
も
わ
ず
手
で
顔
を
ふ
せ
て
し

ま
う
。
（
彼
女
が
貞
操
を
喪
失
し
て
得

た
入
院
費
用
を
両
親
に
送
金
し
た
後
、

そ
の
お
礼
に
余
沢
に
い
る
男
の
下
宿
を

訪
づ
れ
る
。
そ
こ
で
、
男
は
自
己
の
彼

女
に
対
す
る
罪
を
告
白
す
る
。
そ
こ
で

の
再
会
は
、
ま
た
彼
女
が
男
の
中
に
、

そ
の
男
が
彼
女
の
申
に
発
見
し
、
創
造

し
て
ゆ
く
愛
の
時
間
に
も
な
る
。
そ
の

時
に
も
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
輝
く
夕
日

が
ズ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
男
は
耐

え
切
れ
な
い
よ
う
に
、
手
で
顔
を
か
く

し
て
う
づ
く
ま
る
）
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い’　
映
画
「
あ
か
ね
雲
」
は
、
こ
の
長
い

落
日
へ
の
思
想
的
営
為
過
程
で
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
僕
た
ち
は
ま
だ
、
ま
だ
走

行
し
続
け
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

「
魚
が
出
て
き
た
日
」

悲
し
き
も
の

４
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